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(1)序説 客家とその言語 (pp.ト34) (2)
客家音韻論 (pp･34-121) (3)史的音韻論
(pp.122-･409) (4)客家語の特質 (pp･410-
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これに対して上述の 『漢語方言概要』と何
個氏の ｢客家方言｣(『方言与普通語集刊』第
四本 1958)は, いずれも17子音とし, 楊福
















































































1 陰平声 中平 滑音音調 44 44
2 陽平声 低平 11 12
(やや下降)滑音
3 上 声 中降 滑音 31 21
4 去 声 高平 52or42 42
(やや上昇)滑音
5 陰入声 中降 断音音調 2lor1 44











b 高低(register) 高対非高 低対非低




1_声 2声 3声 4声 5声 6声
滑 音 十 十 + 十 一 -
高 -.- 一 一･一 十 一-1 +
降 - - + - + -































































1 声 mal馬 mail買
lil鯉 miLbal尾巴
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の Jo3>ttp とおそらく共通起源を もつで
あろうと考えられる｡ 本書は,その方面でも,
将来活用されることになるであろう｡ 中国語
方言の研究書が続々出版されることを期待す
る｡ それにしても,客家語の表記は,厳密な
音素表記よりも本書 449ページ以下に採用さ
れている pseudo-phonemic/psetldo-phonetic
表記のほうがずっと近づきやすいように思う｡
本書は600ページにも及ぶ大部の著書では
あるが図表が半分弱を占め,余白を含むペー
ジも多いから,編集にもっと配慮を加えたな
らば,より簡潔な体裁になっていたであろう｡
そして,もし,日本で印刷されたならば,漢
字を遠慮なく挿入できて,読者によりいっそ
うの便宜を与えたに違いがない｡
